
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

２学期始まる 
 9 月 1 日(木)、始業式がリモートで行われ、ついに 2 学期が始まり

ました。髙倉校長先生は、童話『アリとキリギリス』を例に出しなが

ら、「昔はコツコツ努力していたアリばかりが評価され、好きなこと

ばかりしていたキリギリスは評価されづらい時代だったが、今の時代

は得意な分野があればそれを突き詰めていくキリギリスタイプでも

成功することができる。だから自分の強みは何かということをしっか

りと考えること、そしてその強みを誰にも負けないように伸ばすため

に具体的な行動に移していくことが大切です。そういったことに取り

組むことができるような 2 学期にしてほしい。」と話しました。始業

式後には各部活動での活躍について賞状伝達、国体壮行会、生徒指導

部より交通事故に遭った時の対応や服装についての注意喚起がされ

ました。国体壮行会ではウエイトリフティング部、水泳部、レスリン

グ部の生徒たちに髙倉校長先生から「目の前の一瞬のみに集中して力

を出し尽くしてほしい」と激励の言葉がかけられました。生徒たちに

とって充実した 2 学期になることを祈っています。 

 

２キ・テ インターンシップ実施 

 9 月 7 日(水)～9 日(金)の 3 日間、2 年機械科、2 年電気科の生徒が企業への

インターンシップに参加しました。昨年は新型コロナウイルスの影響で中止

となりましたが、今年は開催され、生徒たちにとって進路を考える良い機会と

なりました。3 日間、実際に働く社員の方と同じ時間帯で作業などの体験を行

い、1 日ごとに学んだことを日誌に書き留めました。作業内容は各企業によっ

て異なりますが、安全教室で現場作業の危険さを学んだり、工場で実際に作ら

れている製品の加工を行ったりと有意義な時間を過ごしました。 

「お世話になった企業の方の言葉が印象的だった。現場での作業はチー

ムで行うので個人の身勝手な行動が危険に繋がる事を体験し、コミュニ

ケーションの大切さを実感した。」(2 テ 石原さん) 

「細かい作業を工夫して行った。最初は緊張していたが、企業の方たち

の温かい声掛けでだんだん和らいだのでインターンシップを楽しめ

た。」(2 キ 前田さん) 
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体育祭開催！  
 9 月 29 日(木)、体育祭が開催されました。天候不良により当初の

予定より 1 日遅れでの開催となりましたが、クラスや学科で団結し

て競い合った熱い体育祭となりました。特に各学科の 3 学年がすべ

てまとまって行われた各科対抗リレーは学年を超えて応援をするな

ど大きな盛り上がりを見せました。どの生徒も、どのクラスも日頃

の練習の成果を発揮しようと一生懸命競技に挑み、優勝を目指して

頑張りました。結果は 1 年生競技で土木科、2 年生競技で土木科、3

年生競技で土木科と海洋生産科が優勝となりました。また、総合優

勝は昨年度と同様に土木科となりました。おめでとうございます。 

台風の目やドーナツ取り等、新型コロナウイルス感染症の影響で

昨年は実施しなかった種目も追加しての開催となり、1 年生はもち

ろん、2、3 年生にとっても初めての競技を含む体育祭になりました。

これが多高生の底力だと言わんばかりの盛り上がりを見せた今回の

体育祭を終えて、1、2 年生は早くも来年度に向けてやる気を高めて

いるようです。一方、高校生活最後の体育祭を終えた 3 年生は、積

極的に下級生を盛り上げ、引っ張っていく姿が印象的でした。来年

度も体育祭が盛大に開催されることを期待しています。 

「陸上競技部ということもあって走ることに関しては負けたくない

という思いがあった。来年も１位でゴールしたい。」(1 ト 鈴木さ

ん) 

「どの学年も土木科が優勝できて良かった。自分は 200ｍ走に出場

し、去年は 1 位だったのが今年は 2 位になって悔しかった。来年こ

そは優勝して、土木科の総合優勝に貢献したい。」(２ト 宮武さん) 

「短い練習時間で結果を残さなければならなかったのでとても大変

だったが、楽しかったです。ドーナツ取りは初めての競技で、体力

的にかなりきつかった分、やり切ったという思いが強く残りました。

2 年連続で優勝できて良かったです。」(3 ト 安治川さん) 

 

1年生国際理解に向けて一歩 

 9 月 16 日(金)、1 年生の LHR の時間に ALT のマリア先生による国際理解講座が行われました。

「Little Red Riding Hood」、「The Golden Fish」、「The Polar Bear Prince」、「The Country of Eternal 

Youth」、「Paul Bunyan」の 5 つの昔話がマリア先生によって英語で読み上げられ、生徒はスクリー

ンに映し出された挿絵や字幕も参考にしながら物語の世界に没入していました。昔話には人生訓だけ

でなく、その国の伝統や文化的背景まで表現されており、その国のことを理解する一助となります。

今回マリア先生に紹介いただいた昔話はデンマーク、ロシア、ノルウェー、アイルランド、アメリカ

の 5 か国のもので、それぞれの話に出てくる人物や描かれた挿絵、物語の展開から、国ごとの雰囲気

の違いを感じ取ることができたのではないでしょうか。今回学んだことは学校生活だけでなく、社会

に出て働くときにもきっと役立つことだと思います。「色々なストーリーで世界のことが知れて面白か

った。「The Polar Bear Prince」の話が特に印象に残っている。各国の昔話だけでなく、神話も知り

たいと思った。」(1 オ 肥谷さん) 
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通学時の交通事故防止へ、交通講話 

 9 月 30 日(金)、丸亀警察署交通第一課より長尾秀和警部補に来校していただき、リモートで「通学

時の交通事故防止について」を題材として、DVD を使用しながら講話をいただきました。当たり前に

家を出て学校へ行き、当たり前に学校から家に帰る。そんな日常が突然奪われるのが交通事故であり、

時と相手とケガを選ぶことはできないとして、香川県の交通事故の発生状況や防止対策を伝えていた

だきました。「ながら運転」が交通事故に大きく関わっていることやシートベルトの非着用が死亡事故

につながるなど、日頃からすぐに気を付けられることもたくさんありました。長尾警部補は、「たとえ

高校生であっても、重大な事故を起こしてしまうと多額の賠償金が発生するケースもあり、その後の

人生を大きく左右する出来事になりかねない。自転車も車両であるという自覚をもって交通法規を遵

守してほしい。」と語り、高校生時代に交通ルールをはじめとした規則を守り、生活を安定させること

の重要性を話してくださいました。 

「一つの事故が人生を変えるきっかけになってしまう。事故を起こさないようにルールを守って生活

したい。また、自分も免許を取るので注意して運転に臨みたい。」(3 テ 井上さん) 

 

黒板アートコンテスト参加 

 10 月 1 日(土)、建築科生徒の有志の生徒が「Zentsuji Blackboard 

Art Contest」に参加しました。本イベントは令和元年度に瀬戸内国

際芸術祭の県内連携事業として実施されたもので、地元メディアに

も取り上げられるなど大きな反響を呼びました。3 回目の開催とな

る今回は、令和 5 年に迎える弘法大師空海ご誕生 1250 年祭に向け

て「空海」をテーマに様々な黒板アートが描かれました。 

「ずっと参加したいと思っていたイベントなので参加できて嬉し

い。初めてにしては上手に描けたと思う。来年は戦略を練って出場

して、もっと良い作品を作りたい。」埴淵さん(1 ケ) 

 

海上自転車競走優勝！！ 

 9 月 25 日(日)、愛媛県今治市で行われた海上自転車競走に 3 年機

械科の課題研究班の生徒が参加し、見事優勝を果たしました。参加

したのは「自作船」という部門で、県内外の学校や企業がそれぞれに

自作の海上自転車を作り、それを操縦してレースを行うものでした。

生徒たちは、4 月から本格的に海上自転車の製作に取り組み、試行錯

誤の末、最高の結果に繋げました。担当の岡優佑先生は、「昨年の反

省から舵の効きを改良して安定性を向上させることが課題だった。

当日の頑張りはもちろんのこと、準備段階からよく意見を出してく

れた生徒たちのおかげで好成績につながったと思う。」と話してくれ

ました。当日の操縦を担当した福井さん(3 キ)は、「製作に携わる人

数が少なく、できることが限られている中で自分たちにできること

は何かということを考え、それをきちんと実行できたことが結果に

つながったと思う。製作に入る前の段階で「舵の安定性」をテーマ

に設定しており、それについては完璧にできたと思う。当日の海は

波が高く操縦が難しかったが、練習の成果を発揮することができ

た。」と話してくれました。 

食育事業実施！！ 

 10 月 3 日(月)、2 年機械科の前半生徒が家庭基礎の時間に食育事

業の一環として牛丼と豚汁を作りました。本事業は、「かがわの食文

化啓発事業」として、多度津町健康福祉課の管理栄養士、門井吾子

先生とメイトさんと呼ばれる 8 名のスタッフの方をお招きしての実

施となりました。新型コロナウイルス感染症の影響で、従来のよう

なグループで作業する形ではなく、個々で自分の分を作るという形

での作業になりましたが、生徒たちは集中した様子で取り組んでい

ました。参加した小野さん(2 キ)は「食材の切り方にはたくさんの種

類があって難しかった。肉を切るのにもすごく時間がかかって大変

で、親のすごさとありがたみを感じた。将来は一人暮らしをしなが

ら働くことになる可能性もあるので、そのときに間違いなく活かせ

る経験になった。健康的な食生活を送っていきたい。」と話してくれ

ました。 

 

《主な行事》 
10月 

 2 日(日)第一種電気工事士(筆記)         5 日(水)第 4 回書取テスト 

6 日(木)中間考査時間割発表           7 日(金)防災講話                   

9 日(日)ミニ水族館             13 日(木)～18 日(火)中間考査 

21 日(金)芸術鑑賞、公務員説明会(2 年)    24 日(月)～27 日(木)スタディサポート(2 年) 

27 日(木)保育実習              30 日(日)第二種電気工事士(筆記) 

 

11月 

 1 日(火)授業公開日                          2 日(水)香川県シェイクアウト訓練   

4 日(金)第 1 回公務員模試(2 年)               5 日(土)専攻科遠洋航海帰港 

 10 日(木)第 5 回書取テスト                  11 日(金)、12 日(土)多高祭(12 日のみ公開) 

 13 日(日)科学体験フェスティバル(香川大学) 

 17 日(木)保育実習、水産クラブ総会・発表リハーサル(徳島) 

 18 日(金)計算技術検定、四水研生徒研究発表会(徳島) 

 19 日(土)、20 日(日)香川産業教育フェア(イオンモール)（19 日：工業、20 日：水産） 

21 日(月)期末考査時間割発表 

24 日(木)保育実習 

25 日(金)性教育講演会 

27 日(日)マイコンカ―ラリー四国大会(坂出工) 

28 日(月)～12 月 2 日(金)期末考査 

 

忙しい時期が続きますが、体調管理をしっかり

して、充実した毎日にしよう！    生徒会 


